
区役所や学校に

「マイボトル対応型給水機」を設置します

～マイボトルをもっと身近に～
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１ 背景

横浜市脱炭素に向けた４つの柱

脱炭素イノベーション

市役所の率先行動

市民の行動変容

事業者の行動変容

マイボトル利用促進

・公共施設への給水機の設置
・マイボトルスポット※(508か所)
・マイボトルコーヒーサーバーの設置
・学生と連携した広報動画等の作成

※購入した飲み物（無料も含む）をマイボトルに

 入れて提供する、市に登録した店舗、施設等

✓ 横浜市ではグリーン社会の実現に向け、カーボンニュートラルの推進、
循環型社会を創るための取組を強化しています。

✓ 使い捨て飲料容器の削減に向け、マイボトルの利用促進に取り組んでいます。



2

２ 経緯

ウォータースタンド（株）から共創フロントに提案

イベントでの実証実験を経て

令和７年３月に連携協定を締結

【協定の内容】

 ✓  同社が提供する「マイボトル対応型給水機」を市内公共施設に設置

 ✓  マイボトル利用促進と使い捨てプラスチックの発生抑制に向けた広報啓発

市庁舎イベントで給水機を設置
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３ 今回の取組

市庁舎での実績（令和７年４月設置）

市民の皆様が来庁される 区役所

４月～８月末までの５か月間に500mlペットボトル約75,000本分相当の利用

✓ 市内施設に 約２００台 の設置を進めます

ペットボトル自動販売機がある 中学校・高校

設置イメージ

✓ 月間で500mlペットボトル 100,000本分※1 以上の

削減を目指します
※1 ウォータースタンド（株）による１施設あたりの標準的な水量をもとに算出
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４ 今後の展開

✓ 現地調査を行い、９月中旬以降に設置を進めます

給水管など
設置可能な条件が
整った場所に設置

現在
現地調査実施中

９月中旬以降～
設置場所決定

設置が決定した場所から
順次設置

✓ 200台設置後、他の市民利用施設などに設置していきます

他の市民利用施設に
設置




